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　物性物理学実験の分野で、スピン液体とよばれる現象を、超高精度な磁場
ノイズ測定という新アプローチで研究しました。 慣れ
ない異国の地でコロナ禍もあり、研究装置を一から組
み立て研究成果を得るまで、長い道のりで挑戦の連続
でした。博士論文を無事に仕上げることができ、大き
な達成感と自信を得ています。 世界中から人が集ま
るオックスフォードは文化もコミュニティも刺激的で
した。 研究に邁進しながらも友人たちと楽しく過ごし
た思い出に溢れる、素敵な４年間になりました！

高橋 拓豊 さん

イギリス オックスフォード大学にて
Ph.D.を取得

OVERSEAS PREDOCTORAL FELLOW   「人」を育てる

「世界は広い」と感じ取りモチベーションにできる、
志と素直さを併せ持つ人を支援したい。
　豊田理研の海外大学院進学支援は、研究テーマではなく人
物が選考基準です。 人物像を明確に言語化するのは難しい
のですが、「自身を高めたいという志があり、うぬぼれや変な
プライドを持たず、研究に関することから現地での生活や
人々の考え方まで、何でも吸収しようとするマインドと素直さ
を持つ人」と言えます。 そのような人なら、「世界は広い」と体
感した経験を学習や研究へのモチベーションにできるでしょ
う。 逆に、せっかくいい環境があっても、漫然と過ごす人には
何も吸収できませんし、人との交流を億劫がって自分の殻に
閉じこもってしまう人は、吸収する機会も限られてしまいます。
　学力面に関しては基礎学力が必要ですが、義務教育の
段階から母国語で書かれた良質な教科書を使い学んでいる

日本人は、世界トップ
レベルの基礎学力を
有していると思います。 
海外の博士課程学生やポストドクターが専門分野を狭く
深く理解しているのに対して、日本の学生はそこまで深くは
ないものの、ある程度広く理解しています。 その幅の広さが、
海外での研究において初めて直面することにも臨機応変に
対応できる応用力につながります。 スポーツと同様に、研究
者としての「足腰」さえしっかりしていれば、あとは興味や必要
に応じて最先端の知識を積み上げていけばいいのです。 日本
の学生には、その点に自信を持って世界へ飛び出してもらい
たいと思います。

人生の可能性は、「出会いの掛け算」で飛躍的に広がる。
　豊田理研では玉尾皓平前所長の代から、分野を超えた研
究者同士の偶然の出会いによるシナジーが生まれる、画期的
な研究助成制度が設けられており、海外大学院進学支援もそ
の一つです。
　優秀な人材は、密室で食料や本を与えるだけで育つもので
はありません。 人生は「出会いの掛け算」。 親やきょうだいに
始まり、学校の友人や先生、研究室の先輩・後輩やスタッフな
ど、どんな人と出会ったかによって考え方や選択が影響され、

その後の研究テーマや人生そのものが決まります。 日本国内
には1億2000万人ほどしかいませんが、世界には膨大な人
数がいて、出会いの幅とその掛け算としての人生の可能性は
格段に広がります。 自分とは異なるイデオロギーや哲学にふ
れることは、後の人生に大きなプラスとなるでしょう。 豊田理
研の海外大学院進学制度を利用して、ぜひ海外での学習や研
究を経験し、日本に閉じこもっていたのでは得られない未知
との遭遇を経験していただきたいと願っています。
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● 海外大学院進学支援コース　2024年支援開始者

久野 桃子 さん

東京都立大学
生命科学専攻

パデュー大学
（アメリカ）

2024年8月～
2029年7月

留学先

留学予定期間

応募時所属

　2024年8月から米国Purdue UniversityのBiological 
Sciences博士課程に在籍しています。 現在は授業、Teaching 
Assistant、Lab rotationを行なっています。 Lab rotationでは
8週間ずつ3-4つの研究室を回り研究活動をします。 私は、ヒト腸
内や自然環境で多様な微生物がどのように協働しているのかを明
らかにし、その役割を解明したいと考えています。 入学当初は目ま
ぐるしい日々でしたが、最近ようやく自分のペースが掴めてきたと
感じています。 5月には研究室の配属が決まり、自身の博士研究が
始まるので心踊らせています。 これからも気を引き締めて楽しみ
たいと思います。

STUDENT'S VOICE

是非、自己紹介
動画を

ご覧ください

東京大学
理学部数学科

セントルイス・
ワシントン大学
（アメリカ）

2024年9月～
2029年8月

留学先

留学予定期間

応募時所属

　2024年の秋からセントルイス・ワシントン大学で数学のPhD課
程に在籍しています。 専門は非可換幾何と呼ばれる分野です。 幾
何学といえば図形について調べる分野ですが、実は図形を調べる
こととその図形を定義域とする関数の集合を調べることは等価で
ある、という有名な定理があります（Gelfand-Naimark）。 関数の
集合というのはある意味で"可換（交換可能）"な対象で、ではより
一般に非可換な対象からはどんな幾何学が生まれるのか、という
ことを調べています。 先生方も含め全員が議論にオープンでとて
も楽しいです。笹木 宏人 さん

STUDENT'S VOICE

海外生活の紹介動画

OVERSEAS 
PREDOCTORAL 
FELLOW

海外生活の紹介動画
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● 海外大学院進学準備コース　2024年支援者

金澤 貴弘 さん

　アメリカなどの大学院への留学の準備について、支援いただいてい
ました。 大学と関連研究室を実際に訪れて、お話をお聞きすること
で、研究や生活の様子を知ることができました。 そして、留学に対す
る理解を深め、準備を進めることができました。 支援を通じて、大学
を訪問し、多くの人とディスカッションできたことは、とても有意義
だったと感じています。 ご支援いただきありがとうございました。

三木 武志 さん

慶應義塾大学
総合政策学部

ケンブリッジ大学
（イギリス）

2024年9月～
2028年9月

留学先

留学予定期間

応募時所属

　ケンブリッジ大学では、AIを活用したbiomechanical 
simulationの研究を行っています。 これは、人間の動きをAIで
シミュレーションする技術です。 AIに大量に試行錯誤をさせ
て、より自然で効率的な動きの再現を試みて
います。 研究以外では、ハッカソンに参加し、
短期間でのシステム開発を楽しんでいます。 
現地の日本人コミュニティの活動にも参加
し、異文化交流をしながら充実した日々を過
ごしています。

STUDENT'S VOICE

STUDENT'S VOICE

東京大学
理学部

現地大学の
事前調査・
訪問

応募時所属

準備活動

東京大学
電気系工学専攻

トロント大学
（カナダ）

2024年8月～
2028年8月

留学先

留学予定期間

応募時所属

　コンピュータグラフィックスでは、ニューラルネットワークを利
用したものや点群など、三次元形状を表現するのに様々な方法
が提案されています。 しかし、既存の数値計算パイプラインで
は、メッシュと呼ばれる多面体のデータがデファクトスタンダー
ドになっています。 今学期は、どのような形状表現
であっても統一的に数値計算を行う手法を研究
し、SIGGRAPHという学会に提出しました。 また
他にも、学生の出願の手助けや高校生向けのセミ
ナーなどのボランティアにも取り組んでいます。野間 裕太 さん

STUDENT'S VOICE

海外生活の紹介動画

海外生活の紹介動画

OVERSEAS PREDOCTORAL FELLOW   「人」を育てる
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生命を考える
第2回 「生命の守護神であるオートファジー」

～私たちはどこから来て、どこへ向かうのか？～ 
Season 2

い の ち

吉森 保 氏 大阪大学 大学院医学系研究科保健学専攻
総合ヘルスプロモーション科学講座 特任教授

7.24
2024

Wed

　私たち人類の体は、11個の主要器官系から構
成され、その器官は合計37兆個という膨大な数
の細胞から構成されています。 その集合体は、
ケガをしたり病気に罹患しても自分で治癒する
ことができ、人によっては100年以上の間、機能
を維持することができます。
　“クルマ”は今、ヒト、まち、社会とつながり、
“モビリティー” として成長しています。 本講演会で私たち自身の中で動いて
いる生命の「大規模システム」をサイエンスの視点で紐解きながら、「次の道や
その先」を一緒に考えませんか？

学術談話会

　「最先端で活躍されている著名な先生をお招きして難しいことをやさしく話していただく」セミナーを開催しています。
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味を“ダウンロード”する時代へ
― 味覚メディアが紡ぐ新たな食のフロンティア ―

宮下 芳明 氏 明治大学 総合数理学部 
先端メディアサイエンス学科 教授・学科長

2.25
2025

Tue

　味を記録・再生し、遠隔で共有するなど、味覚を自在に操る―
これが「味覚メディア」の世界です。 味覚をデータ化すれば、希
少な食材の再現、アレルギー対応食の創出、健康ニーズに沿った
味調整すべてが可能になります。 電気を用いて減塩食を濃い味
に感じさせる食器「エレキソルト」や、自由な味再現を可能にす
る「味覚プリンタ」、熟成度を自在に操る「味のタイムマシン」は、
その一端です。 さらに、生成AIによる味の調合により、個々人に最適化された完
全パーソナルフードを実現し、食を超えた新たな価値や市場を拓く可能性があり
ます。 本講演では、豊富な映像資料を用いながらこうしたビジョンについて述べ
るとともに、着想や社会実装のための工夫なども披露したいと思っています。

2023年
イグ・ノーベル賞
「栄養学賞」
受賞

豊田理研懇話会
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器官形成における多細胞の
アクティブな物性制御と
その役割
准教授 奥田 覚 氏 
金沢大学 ナノ生命科学研究所

2024 5.20 M
on

どこが特別!?ペロブスカイト
太陽電池の性能と
社会実装の可能性とは？

特任教授 宮坂 力 氏
桐蔭横浜大学

　物性談話会は、東海地方の物性物理学研究者の啓発を図ることを目的として、名古屋大学と共催で1963年から開催しています。 
2024年度は8回の談話会を対面とオンラインで開催し、通算の開催回数は2025年3月末で445回になりました。

■ 物性談話会

　分子科学フォーラムは、分子科学の発展を希求する幅広い研究者に討論の場を提供する事を目的に、分子科学
研究所と共催で1996年から開催しています。 2008年からは、一般市民も対象にした公開講座としています。 
2024年度は、4回のフォーラムを開催し、通算の開催回数は2025年3月末で142回になりました。

■ 分子科学フォーラム
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腸呼吸の可能性

武部 貴則 氏 大阪大学 大学院医学系研究科 教授、
東京科学大学 総合研究院 教授 他

3.12
2025

Wed

　重症呼吸不全に対する呼吸維持を目的とした代表的医療機器
として、人工呼吸器や体外式膜型人工肺があるが、陽圧換気に伴
う肺傷害や、出血塞栓性合併症などに加え、高齢者など適応除
外例が存在するなどの課題が存在している。 我々は、ドジョウな
どの水棲生物が独自に有する能力である腸呼吸に着想を得て、
肺呼吸に非依存的な画期的な換気メカニズム、「腸換気法
（Enteral Ventilation via Anus：EVA）」が、哺乳類において実現可能であ
ることを世界に先駆けて発見した。 本講演では、消化管を活用した酸素化を実
現するEVA法の原理基盤を概説するとともに、進行中の臨床試験や、長時間
作動型機器開発などを含む最新の開発動向を共有し、議論を深めたい。

開放系の物理

准教授 蘆田 祐人 氏 
東京大学 大学院理学系研究科

2024 7.11 Thu

共進化する物理学と
人工知能の現在

教授 大槻 東巳 氏 
上智大学 理工学部

2024 7.25 Thu

超伝導体の集団励起モード: 
現代の視点から

准教授 辻 直人 氏 
東京大学 大学院理学系研究科

2024 10.10 Thu

超高圧合成における不純物、
欠陥制御 
ーダイヤモンド及び窒化ホウ素
単結晶の高品位化と機能開拓ー

理事 谷口 尚 氏 
国立研究開発法人 
物質・材料研究機構
（NIMS）

2024 10.11 Fri
強相関材料の軌道自由度と
多機能性

教授 勝藤 拓郎 氏 
早稲田大学 理工学術院

2024 10.28 M
on

XAFS による層状ケイ酸塩の
分析が拓く　小惑星-環境-
資源研究の最前線
教授 高橋 嘉夫 氏 
東京大学 大学院理学系研究科、
東京大学 アイソトープ総合センター長

2024 11.11 M
on

量子スピンアイスの
分数励起

教授 宇田川 将文 氏 
学習院大学 理学部 物理学科

2025 1.16 Thu

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

2024 7.3 Wed

分子研の歩み 所長 渡辺芳人 氏
分子科学研究所

持続可能な
循環型分子
合成への挑戦

教授 魚住 泰広 氏
分子科学研究所

2024 10.19 Sat

病気や老化、寿命を左右する
細胞のしくみ・オートファジー
～役に立つか分からなかった研究は、
いかにしてノーベル賞をとったか～

特任教授 吉森 保 氏
大阪大学 大学院医学系研究科

2024 11.8 Fri

ピンクダイヤモンドが
量子センサに?!

教授 波多野 睦子 氏
東京科学大学 理事・副学長

2025 1.21 Tue

2024年
イグ・ノーベル賞
「生理学賞」
受賞
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フェロー研究活動
フェロー研究報告会

豊田理研国際ワークショップ

天野所長 大谷フェロー 田中フェロー 瀧川フェロー 前野フェロー

2025年2月10日（月） 13：00～15：10

「第一原理計算に基づく理論状態図の構築と準安定物質創成に関する研究」　大谷 博司フェロー
「柔軟な水素結合による水と氷の多様性の発現機構」　田中 秀樹フェロー
「核磁気共鳴法による電子系の隠れた秩序の検証」　瀧川 仁客員フェロー
「ルテニウム酸化物の超伝導と磁性」　前野 悦輝フェロー

「現代に適応するデータベース」

　豊田理研ワークショップは、豊田理研フェローが中心となって、特定の研究分野に関して集中的に
議論する場を提供することで当該分野の研究の進展に寄与することを目的にしています。
　2024年度は1件が開催され、活発な意見交換が行われました。

日　時

井口ホール＋オンラインLIVE配信会　場

大谷 博司 フェロー主催者

2025年3月3日（月）9：00 ～3月4日（火）15：10日　時 井口ホール＋オンラインLIVE配信会　場

テーマ

テーマ・講演者

第36回

第16回

共催：（一社）合金状態図研究会
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基本財産（株式）
公益目的財産（株式）
公益目的財産（債券）
運営目的財産（株式）
建物・設備等
その他

基本財産運用益
公益目的財産運用益
運営目的財産運用益
その他

公益目的事業（研究）
公益目的事業（助成）
運営目的事業（運営）

　当財団は、資産の90％をトヨタグループ各社の株式で保有しており、
経常費用については、ほぼその配当収益によって賄っています。財務概況

トピック

豊田理化学研究所 アニュアルレポート 2024
公益財団法人

発行／公益財団法人 豊田理化学研究所　愛知県長久手市横道41番地の1
編集／アニュアルレポート2024編集委員会　印刷・製本／大日本印刷株式会社

2025年7月発行

豊田理研のオフィシャルサイトが生まれ変わりました。
活動内容や助成制度の魅力、募集情報などをわかりやすく紹介しています。

1.4億円
（22%）

2.4億円
（35%）

2.9億円
（43%）

9億円
（2%）

3億円（1%）

1.7億円
（14%）

5.1億円
（42%）

4.2億円
（36%）

0.9億円
（8%）54億円

（14%）

22億円
（6%）

159億円
（42%）

131億円
（35%） 資産

378億円
経常収益
11.9億円

経常費用
6.7億円

Visit    our website

ANNUAL REPORT 2024   26



公益財団法人豊田理化学研究所ウェブサイト
https://www.toyotariken.jp

豊田研究報告
https://www.toyotariken.jp/research-report




